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社会資本と資本蓄 積

一一資本蓄積の現代的特徴を中心に

池上 惇

はじめに

A.O.ハーシュマ Yは，いわゆる社会資本が，投資全体のなかで重要な位置

をしめており，この事実は，統計的，歴史的に実証ずみであるとして，つぎの

ように指摘している。

「統計的，歴史的研究ほ. 19世紀及び20世紀の初頭において外国資本の大き

な割合がSOC.特に鉄道に投下された事実はもとより. socが投資全体の

なかで重要な位置を占めた事実をもあきらかにしている。J"

社会資本が投資のなかでより大きな比重を占めつつあるという事実ほ，理論

的にいえば，資本蓄積過程において，社会資本投資の果たす役割がますます大

きくなりつつあることを示すものであって，社会資本と資本蓄積というテーマ

は，現代資本蓄積論に対して，重要な問題を提起しているといえるであろう。

合衆国を例にとってみれば，有形資産からみた国富に占める社会資本関連分

野の比重は，独占段階への移行期である20世紀の初頭から急増しており. 1880 

年には，鉄道，通信，水運等関連分野の比重は，総国富額の 11.1%であったが，

1900年には，その比重は. 14.1%に急上昇している。 ここでは， ドーアの分類

によると，鉄道及びその装備，自動車，市街鉄道，電信，電話，海運，運河，

車輔，パイプ・ライン，潅甑，私営水道，中央電力ステーショ Yが含まれてお

り，今日の理論的概括からみて，これらをほぼ社会資本の中味としてとりあっ

1) A. O. Hirshman， The晶 rategyof Economw D，日"ゐt'I7Wnt，1958， p. 84小島情訳ヲ巌

松堂， 146へージ。 なお， R. Nurkse， Proる'[emsof C.坤italFormation， 1954， pp. 152-154 
をも審問
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かうことはおそらく許されるであろう九

本来-<ノレクエえが i資本論」において，資本蓄積過程を直接的生産過程に

即して考察したとき，その過程は，剰余価値の資本への転化，有機的構成の高

度化，資本の集積と集中，相対的過剰人口の形成，一方における富の蓄積と他

方における貧困の蓄積，資本関係の拡大再生産としてあらわれた九だが，彼

の考察した資本蓄積過程にあっては，直接的生産過程における機械体系を中心

とした生産の筋骨体系や脈管体系は大きな役割を演じ，つねに，労働者を生産

手段から自由にする過程としてあらわれるのではあるけれども，直接的生産過

程には入り込まない「社会資本」の影響は，当然のこととして捨象されており，

この「社会資本」の影響を考慮に入れた上での資本蓄積過程の研究は彼の研究

対象外のことであった。彼が，この章の最初に附した厳密な限定，すなわち，

「き Lあたり，蓄積を抽象的に，すなわも直接的生産過程の単なる契機とし

てJ" とりあっかうという必要な抽象は， 流通形態や， 剰余価値の転化形態を

考察の外におくだけでなし 「社会資本」の影響をも考慮の外におくことにな

ったのであった。

しかし，現代の資本蓄積過程を研究する際には，マルクスのおいた限定に，

「社会資本」の影響という，より具体的な条件を導入してみないことには，現

代における資本蓄積の諸特徴を把握することは不可能であろう。なぜなら，資

本主義の独占段階への移行は i社会資本」の社会的総資本に占める比重を増

大させ，さらに，国家独占資本主義の発展とともに i公共投資」政策や「開

発政策」として，社会資本は一国経済の近代化や成長過程に主導的役割を演ず

るようになったからである。もちろん，マルクス自身ふ資本論の第2巻や第

3巻におい℃は，これらり諸問題に展望をあたえるような理論問題を提起して

2) Robert R. Doane， The Anato叫 I 0.1 American lVl四lth，pp. 260-261; Subcommittee 
on Economic Statistics of the Joint ECOllornic Committee， Congress of the U. S.， Mσa 
suring the nation's Wealth， Dec.， 1964. p. 197 

B) K. M尻町.口町 Katitol，Bd. 1. Siebenter Abschnit， Der Akkum.ulatio回 prozessdes 
Kapi也 ls，Dietz Verlag， 1953. S. 594f 

4) Ehfmda， S. 59::! 
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いるのであって，このことはのちにふれよう。

I 社会資本と資本蓄積についての従来の見解
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社会資本論の展開における端緒をひらいたのは，都市問題や公害問題につい

ての分析の指針をあきらかにする，というきわめて具体的な課題にこたえる形

での研究であった。都市問題は，巨額の産業基盤整備のための支出と，しばし

ば，生活基盤の縮少，破壊，をともなったのであって，この生活基盤の依壊を

「共同的消費手段」の破壊による生活条件の資本による収奪の問題と Lてつか

むところから，社会資本と資本蓄積の関連をつけようとする試みが生みだされ

てきたのである。この問題の定式化にあたっての先駆的な業績である宮本憲一

氏の「社会資本論」はこの点について，つぎのように述べている。

「資本主義の都市には，資本が集中L，労働力人口の空間的集積がおこる。

その労働者ば労働力の再生産の一般的条件として共同消費手段を必要とする 0

.・しかし， ζ の社会は，資本の利潤率を引上げるために，この社会的共同消

費手段を節約する一般的傾向をもっている。 ー・もともと，資本制蓄積の下に

おける工場・鉱山は労働者の保安や工場内外の災害防止のための不変資本を節

約する傾向がある。それに〈わえて，上述のように，社会的共同消費手段が節

約される結果，都市労働者の生活の一般的条件は破壊され， 生活困難や社

会問題が発生するのである。J"

乙の定式化は，社会資本と資本蓄積の関係を，はじめて定式化したものとし

て大きな意義をもつものであるが，この規定による大きな問題点は，共同的消

費手段に対する需要の増大と，資本の本性からする共同的消費手段の供給の不

足という角度から問題を把握しているということである。こ ιでは，共同的消

費手段に対する需要増大の原因として都市化と労働人同の集中が考えられてお

り，都市化そりものの進展にとって社会資本がはたした役割は後背にしりぞい

ている。すなわち，共同的消費手段の不足は，資本蓄積の結果であって，資本

5) 宮本置一「社会賢本論」有斐閣， 1967年. 161ページ.



28 (450) 第 1田巻第4.5・5号

蓄積を直接に促進するものとしての社会資本の役割はこの箇所ではあきらかで

はなし、。

社会資本の一つの柱である在釘t9:%-働宇産，または，二liI>:白寿働時庄は，直

接的生産過程に対して「直接には過程に入り込まないが，過程はそれらなしに

は全〈行われえないか，または不完全にしか行われ得ない」めという性格から，

マルクスが資本論で叙述した狭い意味での資本蓄積過程にとって，一つの前提

であり，基盤である， という性格をもっている。したがって，社会資本の資本

蓄積に及ぼす影響は，一方では，資本蓄積の前提であり，資本蓄積の基盤の形

成者である。この側面が，資本蓄積の主要特徴てある資本町集積と集中にとっ

ていかなる影響をあたえるのか? を考察しなければ，社会資本と資本蓄積の

相互関係の理解は必然的に不充分なものとなろう。

宮本憲一氏は，問題のこの側面について，

「社会的生産手段の資本化と『地域独占~J の項目の下に，重化学工業化の

進展によって生産主流通が巨大独占に支配きれて〈ると， w生産の一般的条件

を特殊個別的条件』にかえてしまい，工業用水，港湾，鉄道，道路はかつては

資本の共同利用するものであったが rいまや，その一部は，特定資本の占有

物にかわらざるをえなくなるJ"と指摘され，さらに，消費過程の包摂や，交

通，通信手段の変革が，一般的労働手段に対する需要を拡大してゆくことを強

調されている。これらはいずれも社会資本と資本蓄積の関連性について，資本

の集積，集中がより大規模な社会資本投資を要求し，社会資本投資の拡大が資

本蓄積を促進する，という相互前提的な関連をあきらかにLている点で，重要

な意味をもつものである。しかLながら，全体としてみれば，資本蓄積にとも

なう一般的労働手段に対する需要の増大，供給体制の独占によるとり込み，の

側面がつよくおしだされていることも事実であろう。 Lたがって社会資本

論」における資本蓄積と社会資本との関係は，一般的労働手段については，資

6) K Marx， Das Kapital， Bd. 1. S. 188 
7) 宮本憲一.前掲書.75ベーシ。
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本蓄積にともなう需要の増大に対して，独占体による地域独占の手段としてと

り込まれ，個別化される，という したがって無政府的な社会資本投資が社

会的費用の増大を生む 関係が基本である。また，共同的消費手段について

は，労働力の集積，集中にともなう需要増大に対して，資本の立場から供給を

制限するために，不足=貧困化が生じる，という論理の構成になっているので

ある。この構成は，資本蓄積と社会資本の関連を「資本蓄積にともなう社会資

本に対する需要の増大，一般的労働手段の独占によるとり込みと，資本による

共同的消費手段の節約」という見地からつかんだものといいうるであろう。こ

れは，資本蓄積と社会資本の関連についてのはじめτの冠式化であり，この成

果の上にさらに一歩の前進をはかるとするならば，どのような問題点がありう

るであろうか?

つの重要な問題は，資本主義社会の分業体系の総体のなかで，社会資本部

分の絶対的，相対的比重がどのような方向に発展するかを考察してみることで

あろう。それは，一方における資本蓄積と，他方における社会資本の発展を相

互作用のなかでっかむだけでなし社会的分業といういわば共通の土俵に引き

おろしてきて，共通の基礎の上での相互関係を改めて問題にする，という新し

い論点を提起することができる。従来の社会資本論は，直接的生産過程におけ

る資本蓄積と，その前提であり結果でもある社会資本を別々にとりだし，その

範障の確立と相互関係，区別を中心とした相互関係の解明に全力をあげてきた。

いま，社会的分業の総体のなかで改めて考察しなおしたばあい，どのような光

をあてることが可能であろうか?

11 社会的分業の総体に占める社会資本の比重の増大とその原因

資本主義社会における社会的分業の総体のなかで社会資本の占める大いさが

増大する傾向にある ζ とは，冒頭にハーシ払マンの言葉をかりて確認したよと

であるが，その理由づけについては，彼の考え方は必ずしもあきらかではない。

ただ，彼はこの比重の重要性のうちに，社会資本町戦略的重要性をよみとり，
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「均衡破壊」と「均衡回復」の二つの政府機能による経済開発の槙粁として社

会資本を評価しようとしている。彼が，ここでいう社会資本とは I潅概，排

水組織のような農業上の間接資本はもとより，法と秩序から始まり，教育，衛

生を経て運輸，通信，動力，水道にいたる一切の公益事業J"であって，直接

的生産資本に対立するすべての物である。

いま，直接的生産過程をそれ自身として考察するという資本論第 1巻におけ

る資本蓄積過程考察の前提をはずして，目を流通過程，または，社会的分業の

総体のなかにおける直接的生産資本部分と，社会資本部分との分業関係に移官

ならば，後者の特徴は，交通，運輸，通信，電力輸送など，直接的生産過程か

ら生みだされた商品の流通を媒介するものであり，直接的生産過程から吐きだ

されて〈る労働者と資本家の個人的消費過程を商品生産と結合する紐帯として

あらわれて〈る。

マノレクスは，資本論の第2巻において，商品の流通と関係するかぎりで交i昆

運輸業に言及し，これらの部門が，社会の総資本に占める比重を増大させると

指摘していた。伎によれば，その理由は，一方では，交通運輸手段の発達が，

資本の集積をもたらし，他方では，その集積と集中を前提とした交通運輸手段

の発達が，より遠い市場のために大量生産をおこない，たえず，目的地まで旅

行しつつある商品量を増大させるからである。彼の指摘をいますこし立ち入っ

て考察してみよう。

マルクスは， 19世紀後半における世界的な交通網の発展， リヴァプーノレから

ニ z ーヨークへの貨物船の運航や，マ Y チェ月タ からロ Y ドYへの貨物列車

を例にあげてつぎのように述べている。

「一方では，ある生産地がより多く生産するようになり，より大きな生産中

心地となるにつれて，まず第ーに，運輸機関の機能する頻繁度，たとえば鉄道

の列車数が増加して，その増加は既存の販売市場への方向1:'，.つまり，大きな

生産中心地中人口集中地や輸出港などに向って行われる。しかし，他方では，

8) A. O. Hirshman， ot. cit.， p. 83 
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これ左は反対に，この上うに交通が特別に容易であることや，それによって資

本の回転が(流通期間によって制約きれ石かぎり〕速められると左は，一萌でほ生

産中心地の集積を促進し，他面ではその市場地の集積を促進する。J"新しい産

業の勃興と，新しい地域の発展は，交通運輸手段の新しい地域への発展をとも

なうのであるが，この交通運輸手段の発展によって資本の回転がはやめられる

こιは生産地と販売地双方における和H閏量の増加，それにともなうとこるの，

双方の地域における資本の集積と集中をともなうのである。

「このように与えられた地点での人口と資本量との集積が促進されるにつれ

て，少数の手のなかでのこの資本量の集積が進行する。J10
)

このような資本の集積は，同時に，遠方における商品生産の拡大への傾向を

生み，運輸および交通手段に対する社会の富の配分の割合者増大させる。彼は

いう。

「一方亡は，資本制的生産の進歩につれて運輸=および交通手段の発達があ

るあたえられた商品分量の流通時聞を短縮ーするとすれば， ζ の同じ進歩ならび

に運輸=および交通手段の発達によって与えられた可能性は，逆にたえずより

遠い市場白ために 一言でいえば世界市場のために 作業する必然性を生

ずる。旅行中の商品，そして遠隔地にむかつて旅行中の商品の量は非常に増加

し，したがってまた社会的資本のうち，たえず長期間にわたって商品資本の段

階・流通時間内にある部分も絶対的および相対的に増大する。それと同時に社

会的富のうち，直接的生産手段としては役立たないで，運輸=および交通手段

にーーその経営に必要な固定二および流動資本に一一投下される部分も増大す

る。Jl1)

社会的分業の総体に占める運輸，交通業の比重が，流通時間中にある商品量

の増大によってたえず増大するものとすれば，この前提のもとで，運輸，交通

9) K. Marx， Das Kapi担 1，Bd. II， S. 248 
10) Ebenda， S. 248. 
11) Eb帥 da，S. 249 
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業の発展がもたらす社会的分業のより一層の発展は，直接的生産過程にある資

本に対して，たえず積極的に反作用せざるをえない。乙 D角度からみるかぎり，

資本蓄積と社会資本り関連は，社会資本の発展による集積集巾の促進と流通過

程にある商品量の増加を媒介とする社会的宮のうちでの比重の増大であった。

社会資本の発展と分業の促進が資本の価値増殖にあたえる反作用については，

7 ルクスは資本論の第3巻において不変資本充用上の節約との関連でつぎのよ

うに述べている。

「…・一方の生産部門における労働の生産性が，他方の生産部門における生

産手段の低廉化および改良として現象し，したがって利潤率の増大に役だつか

ぎりでは，社会的労働のこの一般的関連は，資本家のみがこの生産手段を購買

し取得するかぎり事実上ただ資本家にのみ関係があって労働者には全〈無縁な

ものとしてあらわれる。」悶

社会資本の発展が社会的分業を組織する結果として生みだされる不変資本充

用上の節約という利潤率上昇の手段は，よりたちいって考察すれば，精神的生

産， Iことに自然科学およびその応用の領域における進歩」叫と関連しており，

実験手段等々による科学的発明は不定資本充用上り節約を促進する。資本家が

利用するのは「社会的分業という全制度の利益Jluなのであり， 社会的分業発

展の原動力は，交通，運輸労働と精神的労働 Cことに自然科学〉である。前者ほ

商品の生産過程を「延長」して分業の外延的ひろがりをつくりだすとすれば，

後者は「一般的労働」聞としてすべての科学的労働， 発見，発明を通じ， 結合

労働者の経験を通じて0生産過程への理論の応用と工場内分業と協業の深化を

創造する。資本主義社会における生産力の進歩が分業の外延的ひろがりと，工

場内の結合労働の進歩と結びついているかぎりにおいて，交通，運輸労働と交

通，運輸手段，科学労働と実験手段は社会的分業の総体のなかでその比重を高

12) K. Ma叫 DasKapital， Bd， III， S. 105 
13) Ebenda， S. 101 
14) 五'henda， s. 101 
15) Ebenda， S5. 125-1拍
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めずにはおかないであろう。マルグスはとの基本的傾向を明瞭に認識していた

ようである。

社会的分業の発展が，交通運輸手段の発展を媒介として資本蓄積過程に反作

用し i商品に対象化された」不変資本部分をつねに「節約」するのに対して，

「資本制的生産は，他のいかなる生産様式よりも造かに甚だしく人間すなわち

生きた労働の浪費者であり，肉や血の浪費者であるばかりでな〈神経や脳髄の

浪費者でもあるけ時工場内における安全の軽視と劣悪な食事及び居住条件は，

社会的分業のなかでの，不変資本および労働者の生活条件における物的手段の

節約とそれにともなう労働者の諸能力の浪費を規定する。この事実は，社会資

本の比重の増大が社会的分業の利益を資本に保障すればするほど，労働者の生

活条件は，資本の価値増殖の附属物とならざるをえず，より「節約された」住

宅等々が，資本によって準備されざるをえないという法則性を不している。社

会的分業の総体における社会資本田比重心増大は，さらにより一層社会的分業

主発展させて資本の利潤率を高め，それによって共同的消費手段の節約二大規

模な集積，集中と労働者にとっての生活条件の低下を保障する機構を発展させ

るりである。

以上の経過を念頭においた上で，社会的分業白なかにおける「社会資本」管

理労働の位置を簡単に概括してお〈とすれば，それは，社会的分業と結合労働

を促進し，分業の成果を資本の利潤に転化し，生産手段と生活手段の節約を通

じて，生きた労働=労働者を浪費する横杵となる役劃をはたす労働である。こ

の「社会資本管理」労働は，鉄道，運輸，通信，交通，電力輸送などの管理労

働と，発明発見のために実験装置等を管理する精神労働を中心とし，労働者の

生活手段を節約するかぎりでは，住宅管理・教育管理等々の住民管理労働を包

摂することとなろう。 ζれら，社会資本管理労働は社会の発展ョ資本蓄積の進

歩とともにますます社会的分業のなかでの比重を増大させる傾向をもっ。

だが，社会資本管理労働の比重の増大は，知識と学習の必要な職業の比重を

16) 訪問da，SS. 108-109. 
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単純に高めるものではなし社会資木管理労働の内部編成においても，複雑労

働と単純労働の対?を拡大再生産するだけでなし社会資本の整備と建設にお

いては，巨大な不熟練労働者の大群を雇用する建設産業への依存の度合いが増

大し，建設業における直接的生産過程の労働生産力に寄生する度合いはますま

す大きくなってくる。他方で，商品流通の範囲の拡大は，と〈に不熟練労働力

の割合の大きな商業労働者の増大をともない，貨幣，信用の拡大は，単純な記

帳と照合，簿記の作成に従事する労働者層の増大をともなう。

建設労働への依存性の増大は，直接的生産過程が，製造業等を中心とする商

品生産部門の発展を基軸と Lて，社会資本管理労働への依存度を高めれば高め

るほど，それだけますます社会資本管理労働は直接的生産過程の一部分である

建設労働への依存度を高める，という結果をともなうのである。この定式化が

妥当なものであるとすれば，資本蓄積の進展とともに，社会資本管理労働の比

重は高ま 9.それとともに，建設労働の比重もまた増大するであろう。

農業と士業の不均等な発展を本質とする資本主義社会は， ιのような角度か

らみるかぎり，農業労働力をたえず建設労働分野に吸収し，それによって社会

資本管理分野を支え，それによって社会的分業と結合労働の成果を本来的商品

生産に従事する直接的生産部門の資本に吸収させ，資本蓄積を促進する，とい

う本性をもつものといえよう。

III 産業と地域の再編成，資金動員機構の接点

としての鉄道業 金融資本との関係

社会的分業の総体に占める社会資本の戦略的地位は，前節でみたように，交

通，運輸，科学的発明等を通じて社会的分業の利益を資本に保障しつつ，労働

者の生活基盤，とくに住宅を資本にとって節約する立場から集積し集中する，

という形で展開された。この戦略的地位は，地域における経済の発展と結びつ

けて考察すれば，社会資本が産業再編成と地域の再編成の横粁であるとともに，

鉄道などのように巨額の資金を必要とする，という性格上，新しい資金動員機
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構=金融機構の再編成を要求するとL、う二つの性格をもっていることがあきら

かとなる。

交通機関の発達が生産の集積を促進する機能をもうていることはすでに述べ

たが，交通機関の変化が地域経済に及ぼす影響についてマルク月はつぎのよう

に述べている。

「 ー交通機関の変化につれて生産地や市場地の相対的な位置が変化するこ

とによって再び変転や移転が生ずる。かつてはその位置が国道や運河に沿って

いることによって特別に有利な地位を占めていた生産地が，今では相対的に大

きな間隔をおいて運転されるだけのただ 1本の支線に添っているのに，他万，

かつては主要交通路からまったく離れてし、た別白地点が今では何本もの鉄道の

交差点にあたっている。 あとの方の地方は盛んになり， 前の方の地方は衰え

る。Jl7)

産業再編成と地域経済のスクラップ化とピノレド化ともいえるこの現象は，社

会資本の発展の避けることのできない随伴物であり，産業と地域の再編成にと

って社会資本がきわめて重要な戦略的地仲をもっていると左を示すものなので

あるが，鉄道の場合のように，巨額の資金動員を必要とする場合には，単に産

業と地域の再編成だけでなく，金融構造の再編成をも同時に要求してくるので

ある。

鉄道が，株式資本の増加をもたらし，利潤率の低下に反対に作用する要因と

してあげられていることはよ〈知られているとおりであるが坤， 信用制度の重

要な一分野としての株式事業は，資本動員の新しい形態を生みだした。より一

般化していうとすれば，直接的生産過程における資本蓄積と，資金動員=信用

制度の発展を媒介するものとしての「社会資本」という規定は，マルクスの時

代にあってはまだ萌芽にすぎず，これを普遍的なものとして定式化することは

できなかった。

17) K. Marx:， Das Kapital， Bd III， S. 248 
18) Ebenda， S. 268 
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鉄道業の本格的展開と，この「媒介的性格」があきらかになってくるのは，

20世紀，独占資本主義と金融資本の確立をまたなければならなかったのである。

金融資本という概念をヒルファーディ Y グからうけつぎ，発展させようとした

レーニ Yは，生産の集積と銀行業務の集積の統ー物として金融資本を把握した

が，彼は，生産の集積と銀行業務の集積を結びつけるかなめとして生産の社会

化のさまざまな契機に着目した。しかし，合衆国の金融資本成立史のなかで典

型的に示されたように，鉄道業を産業独占と銀行独占の接点に位置づけ，それに

よって，資本蓄積と社会資本の関係を統一的につかむ試みはおこなわれていな

い。レ ニγは，地域経済と産業再編成の横行としての鉄道の役割については，

とくにフラ/""^語版およびドイツ語版序文で強調L，つぎのように述べている。

「鉄道は，資本主義工業のもっとも主要な部門である石炭業と製鉄業との総

括であり，世界商業とプノレジ豆ア民主主義文明と旬発展の総括であり，またそ

のもりとも明瞭な指標である。』聞ここで，レーユ Yは，鉄道を鉄鋼と石炭に関

連させることによって，その発展が，資本にとっての販売市場創出の効果とし

ても，きわめて重要な意味をもっていることを明瞭に指摘し，その上で，鉄道

網のもつ意味が，単なる商品の輸送ではなし独占体による地域，作民支配の

手段に転化したことを強調しているヘ

アメリカ金融資本の成立史の研究において，鉄道業を産業独占と銀行独占の

接点に位置づけ，鉄道業の発展を基軸に，産業と銀行における集積，集中を展

開L，交通運輸部門を軸点にして独占段階の資本蓄積法則の把握に接近したの

はスウイージーらであった。彼は，アメリカ資本主義に占ゆる鉄道業の特殊的

な地位を重視し，そこから，銀行と産業の癒着を説乞重工業の独占を説いた

のであるが，この問題提起を指針として呉天降氏はすぐれた実証的裏付けをお

こない汽 つぎのような結論に到達している。

19) ν ニン「帝国主義論」国民文庫〔副島訳)12ベ-:'/0
20) 同上. 12ベター

21) I この方法によってスウィ ジ は，鉄道と重工業部門の産業的な連関について立ち入っ
7こ分析を行わなかったにもかかわらヲ1クョンズや他白研究者よりもし、くつかの点で第 次大戦
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第一。アメリカ鉄道業は， 1870年代に当時の国内における最大の産業部門と

なり，鉄道証券は金融機関の噌大する資金量にたいして広大な役資領域主提供

できたnL

第二。 1893年の恐慌と鉄道，鉄鋼業の再編，それにともなう資本の集積と集

中 I再建過程」における銀行グループ-/:/ジケートによる共同融資と銀行

業務の集積， 集中の促進即(鉄鋼製品のうち中心的地位を占めていたのは鉄道資材で

あった。)

第三。アメリカの銀行グノレ プのうち，中心的位置を占めたのが生命保険会

社であり， 1880年代までに，アメリカの生命保険業はすでに三大保険会社によ

って支配されていたこと叫。

金融資本式立史におけるこれらの事情は，資本論や帝国主義論の叙述とあわ

せて考えてみるとき，一応，つぎのように定式化することができる。

(1) 合衆国における資本主義の発展とともに，交通運輸業はその社会的富に

占める比重を増大させ，しかも，その巨大な固定資本量とはげしい競争によっ

て，独占がもっともはやくから形成される部門である。

(2) 鉄道業は，直接的生産過程の基盤であるだけではなくて，鉄鋼独占，石

炭業の独占形成にも大きな影響をあたえる最大の市場として，鉄道の発展が市

場の関連からみても，直接に基幹産業を発展させる横粁となる。

(3) 社会のなかの最大の産業とし亡の鉄道は最大の資金需要者となり，鉄道

業における資本の集積〉集中は，銀行業務自集積，集中をともなう o

(4) 資金動員のや心は，生命保険，つまり，労働力の保全のために不慮の事

前の独占構造をより総合的な観点から把湿することができたのであるロとりわけ，この時期のア
メりカ経背において支配的な地位を占めたものは銀行と産業り結古体である ιと， しかも，この
ような銀苛と彦業の結合関係をささえたものは酔造業であり，鉄道業と密接な関連をもっ重工業
部門であること等を指摘したことは重要であろうJ
呉天降「アメリカ金融資本成立史J有斐閣， 1971年， 3へ三人 なお，スウィ クー「歴史と

しての現代」岩波書眉，参照咽
22) 同上， 93ヘ ジ。

23) 同上I 99-100へ九
24) 同上I 131ベーシ。
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故に備える大衆的貯蓄の動員によって支えられ，家計との不可分な関係をもつ

ようになる。

(5) 鉄道業に対する金融資本の支配は，輸送手段の独占による原材料，市場

等々の支配と分割協定をともなう。

以上のようないくつかの特徴は，いうまでもなく，合衆国資本主義の発展過

程のなかから抽出されたもりであって， ζれをそ白まま独占資本主義の資本蓄

積法則にまでただちに 般化する ζ とは困難である。 Lかし，鉄道における午

の重要な役寄Jを手がかりとして，社会資本と資本蓄積の関連をあきらかにする

ことは一般法則の解明にあたって有力な手がかりを提供する亡とは否定できな

し、

パラ γ とスウイージーは，その著「独占資本 lにおいて，資本主義の技術革

新の時期区分の指標として， 蒸気機関(産業革命入鉄道(初期独占段階)，自動

車(現代)をあげているがベ これらの指標は， 宮本憲 民も指摘されている

とおり汽 いずれも古む海運，鉄道輸送，道路輸送などの社会的労働手段と関

連しているのであって，とくに，鉄道は，鉄鋼と石炭のプラ只されたものであ

るとするならば，自動車と道路は，鉄鋼と石油のプラスされたものとして重要

な意味をもつようになってくる。社会資本は，こ乙では，社会的分業と結合労

働を促進するだけでなく，直接に市場を開発し，生産の集積と集中を市場の側

面から保障し〈不変資本諸要素の低廉化だけでなく)， 市場開発そのものによって

利潤を保障する。

しかも，それだけではなく C，巨額の資金需要は，金融再編成を生みおとし，

銀行業務の集積，零細資金 とくに労働力の家計に寄ととしたーーの動員をよ

びおこすのである。いわゆる開発資金の動員が大衆課税や社会保険基金や，そ

の他の労働者貯蓄に依存しはじめることは，社会資本と資本蓄積の過程におけ

る新しい特徴であろう。

25) Baran & S"，田町，Mm叩φolyC国i臼 1，1966， (小原敬士訳『独占資本』岩波書眉， 1967年)

第8章を参照2

26) 宮本憲一，前掲芭 78ベージ。
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これらの生産の集積と資本動員の両側面におけるこつの新しい特徴吉一言で

要約するとすれば， それは il主柔独品と銭持主主品〔ひろい意味で，生命保険，国

家的銀行業務を含む〕ゐ最長にたち， その意味で戦略的重要性をもつが故に，産

業再編成p 地域のスクラグプ・ァ γ ド・ピノレドの機能においても独占以前の資

本主義とは比較にならないほど強力な資本蓄積の横粁とならざるをえないので

ある。この前提の上で，もし，資本や労働力の過剰が生じた場合，過剰労働力

を建設部門に吸収して，社会資本投資をすすめ，鉄鋼と石油業に市場を提供し

つつ，産業と地域の再編成によって資本のピノレド化と価値破壊ニスクラップ化

を促進し p 分業の成果を「外部経済効果J tして独占体に吸収きせつつ，限界

企業の切り捨てをおこなうという「景気対策」が進行するのは，社会資本のこ

の役割に着目するかぎり当然のことであるといえよう。

他方，大衆課税等々を含めて零細資金を動員し，この資金を開発のみならず

土地投機と結合して遂行するならば，独占体の資本蓄積機構はより全面的な展

開をとげることになる。

IV 社会資本と資本蓄積についての定式化

社会資本を社会的分業のなかで改めてつかみなおすという問題は，社会資本

管理労働の社会的分業における位置づけをあきらかにし，本来的な直接的生産

過程と建設労働を結びつけ，建設労働における小熟練労働力に依存して，社会

的分業と結合労働を促進し，不変資本主節約し亡，生きた労働士浪費する子段

を整備するものと Lて社会資本管理労働をうかび上らせたのである。問題のこ

の側面を「社会資本管理労働による産業，生活，建設の媒介」と仮に名づけて

おこれこれは，社会資本のもっとも単純な次元における戦略的位置である。

この前提の上で，この戦略的部門が，資本の運動に包摂されて，無政府的運

動を開始したばあい，一方における産業と地域経済の再編成，他方における資

本動員機構の再編成がお乙るのは当然であって，これを I社会資本による資

本の集積，集中効果」とよんでおこう。この効果は，独占資本主義の発展とと
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もにますます大きくならざるをえないので，鉄道や，道路を典型として，産業

独占と銀行独占の接点としての社会資本の役割がこれにつけ加わり，先の「資

本の集積と集中り効果」は I虚業と地塀経済のスクラップ・ 7'/ド・ビノレド

の推進を，大衆的な零細資金動員機構と結びつける機能」に発展してゆく。さ

らに，過剰資本や過剰労働力が，この過程に参加すれば，一方では投機が，他

方では，建設労働者への寄生性がつよめられる。社会的富のうち，社会資本部

門に投入される割合が増大すればするほど，この傾向はますますつよめられる

であろう。不変資本の節約と，生きた労働の浪費は，との新しい条件のもとで，

より大規模に追求される。一方では，社会的分業と結合労働を促進する社会資

本管理労働の維持費は，政府，または公的機関に移されて，資本にとっての負

担を軽減し，他方では，不変資本充用上の節約のために，地域住民生活を破壊

する社会資本投資が強行され，住民の生活手段が節約きれて，公害と生活苦が

住民生活をおおいはじめ，流動化された労働力としての生活がはじまる。大衆

零細資金の動員機構は，労働者家計をも統制の対象に転化し，スクラップ・ア

ンド・ピノレドは，労働者の生存のための競争の条件を整備することによって発

展する。

マノレタスの時代には，直接的生産過程主に限定して資本蓄積法則を考察する ζ

とが，典型的でもあり，また，重要であった。現代では，社会資本という要因

を導入して資本蓄積過程を理解する乙とが重要であれまた，必要でもあるo

そのための考察の土台は，社会的分業の総体のなかで，社会資本管理労働の位

置をあきらかにする ζ とではないか? 己れが小論の問題の提起であり，同時

に結論でもあるべ工場内と地域における住民の社会性と交流，利害の同一位

27) 小論は，呉天降教授の費作「アメリカ金融資本成立安Jの書評を依頼され，発表したのを機会
に財政学研究会，経済学基礎理論研究所白メンバ との共同研究のなかで問題を提起い論点を
深めて再構成したものである。内容についての責任はすべて筆者のも白であるが， もし新しい論
点が幸いに的を射ているとすれば，討論によって客観性を保証していただいた研究会のすべτD
メンバーにその成果は負うているのであり，記して厚〈感謝の意を表する。その場合ι社会資
本の定義を，本論のように，社会資本管理者働の社会的分業における役割から規定し， 11刷こ会的
分業と結合労働を促進する吏通，通信，運輸，電力輸送(電力そのも VV生産は直接的生産過程
の一部である〉等に商品の流通(通信等においては貨幣の流通も含まれる〉を促して，社会的分
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の基 礎 ， 家族の生活にまで浸透する資本の力等についての認識は，このような

前提から検討されなければならない。

業。成果を不変資本申節約として直接的生産過程白資本に吸収させるための曹働， (2)結合費働を
促進する科学労働， (3)生きた労働を管理する手段を節約し，生きた苦働を浪費する手段を生活の
場で管理する者働，生活の場における労働力商品を管理する労働り三つを私は想定しているが，
このうち(2;を社会資本に入れるべきかどうかについては討論の京地がのこされている.
社会資本を産業独占と銀行独占の接点において，両者を媒介する戦略的重要性をもっとする点

については，アメリカ金融資本成立史に関するかぎりほぼ異論はないが， ドイツやイギリ λ 日

本等々の場合について一般化できるかどうかについては各国の金融資本の類型との関係でより立
ち入った検討が必要である，という意見が多かったp

また，現代資本蓄積論を展開するばあい，マルクスり資本蓄積論とレ ニンの金融資本論との
関連をまずあきらかにしてお〈べきだ，とし寸意見もあった。とくに，レ ニンの金融資本論に
おける資本の集積と集中の叙述は，マルクスがたてていた前提一一一お互いのことについては，何
も知らずに競争し，それによって賢本の集積，集中をやるというのではなし ν}ニンの場合に
は，競争相手についての資源，資金等々の情報をつかんだ上での競争 とくに中小賢本との関
慌では であるから，情報独占にもとづく競争という前提を入れた上で，社会資本と資本蓄積
の関係を論ずるべきだ，との意見もあった。この場合，社会資本投資による産業再編3地域再編，
金融再編は，レーェンのいう自由競争が主配の形式になるという前提のもとで理解されるべきだ，

というのである巴本論で〈わしく言及しなかったが，これは重要な論点であろう。
また社会資本投資とコンピナート等，独占的結合との関係も独占体の資本蓄積という見地から

qj:>bて検討すべきだという見解もあった。この点については，経営史，経済史の研究グループに
よる業績に学びながら今挫の研究課題としτゆきたい。黄固化法則とり関連については，岡山大
学。向井教授には貧困化理論研究の立場から多〈の助言をいただいた。 (1972.5. 20) 


